日本における急性冠症候群に対する心臓リハビリテーションの質指標の提案―修正デルファイ法および実地調査― by Ohtera, Shosuke
Title
Proposal of quality indicators for cardiac rehabilitation after
acute coronary syndrome in Japan: a modified Delphi method






Ohtera S, Kanazawa N, Ozasa N, et al Proposal of quality
indicators for cardiac rehabilitation after acute coronary
syndrome in Japan: a modified Delphi method and practice test
BMJ Open 2017;7:e013036. doi: 10.1136/bmjopen-2016-
013036
Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（社会健康医学） 氏 名 大 寺 祥 佑 
論文題目 
Proposal of quality indicators for cardiac rehabilitation after acute 
























した基準と方針に沿って 7 職種 10 名に参加を呼びかけ、全員が開発のすべて
の過程に参加した。パネルメンバーには文献レビューの結果をもとに構成した
27 の QI 候補とその裏付けとなるエビデンスのまとめを送付し、まず個別で QI
候補の適切性について評価を行い、その結果を集計して対面の会議を開催し、
意見交換を経て、2 回目の評価を行った。3 つの追加指標については新たに資料
を作成し 3 回目の評価を行った。以上のプロセスで最終的に 13 の指標が採用
された。これらの指標は、心リハへの紹介、冠危険因子の修正、運動療法、プ
ログラムの完遂、社会活動への復帰、多職種チームの参加、処方薬の管理、他
の医療従事者との連携の 8 領域に分類された。実地調査では急性心筋梗塞また 
































なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 6 月 23 日実施の論文内容とそれに関
連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたもので
ある。 
要 旨 公 開 可 能 日 ：       年    月    日  以 降  
